





















象を理解してもらうために，できるだけ物理化学的用語を使わずに " なぜ染まるのか " に
重きを置いて授業展開を行うようにした。本稿では，染色現象の基本である「染色現象は




いう経験をされたことがあると思う。布に色をつけることを " 染色 " と呼ぶのであれば，
まさにこの現象は染色である。同様に，食事中に食べ物が服に付くと大抵の服では " しみ
" になる。この 2 つの現象は，「水に溶けていた着色物質が自然に繊維の中に移動した。」
と言い換えることができ，現象論的には同一に取り扱われる現象である。しみを付けるの
は簡単である。とすれば染色も簡単であると言える。ただ，アパレルとしての消費価値を








である。ここでまず，" 自然に " と言う言葉に着目してもらいたい。自然にとは，日常何
気なく受け入れられている身近に起こっている現象と同じ法則に従って進行することと言
うことができる。では，" なぜ自然にこのような現象が生じるのか？ " のかを簡単なモデ
ルを用いて考えていくことにする。
　図１は，染料溶液に繊維を入れたときの様子を表現したモデル図である。ここで，フラ
スコを " 系 " と呼ぶことにする。この系を最も簡単に表すと " 系 A" のように表すことが
できる。ただ，この時に一つの前提がある。染料が繊維内に入りこむことができなければ
染まることはないので，前提として「繊維内部には染料の侵入できるスペースがある」と
する。系 A に示したように，染色現象を考える上での要素は，" 水分子 "，" 染料分子 "，"
繊維高分子 " の３つのみである。ただし，実際の染色では省くことのできない重要な要素
































































２つの形態の違うエネルギーの和，すなわち G = H－ TSで表される。つまり，染色が


















































































































や硫化染料が水に溶ければ，モデルの系 A と系 B との染着過程に従って染着されること
になる。ただ，分散染料との違いは，水に溶かすためには還元反応を利用する点である。


























































　本稿では，染色現象の基本である「染色現象は " 自然 " に起こる現象であり，繊維と染
料には相性がある」についての授業内容の一部を紹介した。文章的には言葉足らずとなっ
た部分も多くあると思うが，椙大での染色学は，単に染色技術を学ぶのではなく，染色現
象そのものを少しでも科学的に考える機会となってもらえればと願った授業内容であると
理解して頂ければ幸いである。　　　　　　
　表２　実用染色のための染料と繊維の組み合わせ
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